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	日英と表象を中心に考える
	文化の面白さと
	奥深さの探究
	CONSIDERING FASCINATION AND RICHNESS OF CULTURE
	F-07 日英と表象を中心に考える　文化の面白さと奥深さの探究


	ゼミの概要・目標
	「日英文化」と「表象文化」をテーマに、自身の身近に存在する様々な 文化（映画、絵画、音楽、出版物など）を単なる娯楽としてではなく学問として捉えるため、多様な背景を持つ学生と複数言語を用いて話し合い、共有し、実践的に経験するゼミ
	自身の身近にある表象について議論・考察することで、文化に関する学びへの導入となる基本的な知識やきっかけをつかむ
	第二言語を使い、バックグラウンドが違う学生と交流する機会をつかむ



